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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多量の滲出液をもたらす創傷に用いる創傷用多層包帯であって、
　少なくとも３００ｇｍ２／２４時間の透湿度（ＭＶＴＲ）を有する透過層、
　滲出液を吸収し、保持しうる、ゲル形成繊維を備えている吸収心材、
　滲出液を吸収心材に伝送するゲル形成繊維を備えている創傷接触層、および
　吸収心材上に設置する定着層を備えており、
　吸収心材および創傷接触層は、包帯中の滲出液の創傷領域への横広がりを制限する、こ
とを特徴とする創傷用多層包帯。
【請求項２】
　包帯１０ｃｍ２当り少なくとも６ｇの流体を２４時間以内で取扱うことができる請求項
１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項３】
　包帯１０ｃｍ２当り８～１５ｇの流体を２４時間以内で取扱うことができる請求項１又
は２に記載の創傷用多層包帯。
【請求項４】
　包帯が粘着性である請求項１乃至３のいずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項５】
　包帯が非粘着性である請求項１乃至４のいずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項６】
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　ゲル形成繊維が、織物形状の化学変性セルロース系繊維である請求項１に記載の創傷用
多層包帯。
【請求項７】
　繊維が、カルボキシメチル化セルロース繊維である請求項１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項８】
　創傷接触層が、５～４０ｍｍ／分の低い横吸上速度を有する請求項１乃至７のいずれか
１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項９】
　創傷接触層が、２５～５５ｇｍ２の繊維密度を有する請求項１乃至８のいずれか１に記
載の創傷用多層包帯。
【請求項１０】
　創傷接触層が、３５ｇｍ２の繊維密度を有する請求項９に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１１】
　吸収心材が、少なくとも１０ｇ／ｇの高い滲出液吸収性を有する請求項１乃至１０のい
ずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１２】
　吸収心材が、２０ｍｍ／分以下の低い横吸上速度を有する請求項１乃至１１のいずれか
１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１３】
　ゲル形成繊維が好ましくは、カルボキシメチルセルロース・ナトリウム繊維である請求
項１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１４】
　吸収心材が、ゲル形成繊維とセルロース系繊維のブレンドである請求項１乃至１３のい
ずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１５】
　吸収心材が、２５重量％以下のセルロース系繊維と７５～１００重量％のゲル形成繊維
のブレンドである請求項１４に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１６】
　ブレンドが、５０重量％以下のセルロース系繊維と５０～１００重量％のゲル形成繊維
である請求項１４に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１７】
　ブレンドが、約５０重量％のセルロース系繊維と約５０重量％のゲル形成繊維である請
求項１４に記載の創傷用多層包帯。
【請求項１８】
　吸収心材の繊維密度が、１５０～２５０ｇｍ２である請求項１乃至１７のいずれか１に
記載の創傷用多層包帯。
【請求項１９】
繊維密度が、２００ｇｍ２である請求項１８に記載の創傷用多層包帯。
【請求項２０】
　包帯が湿ったときの収縮率が、２５％以下である請求項１乃至１９のいずれか１に記載
の創傷用多層包帯。
【請求項２１】
　収縮率が１５％以下である請求項１乃至２０のいずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項２２】
　透過層がフォームである請求項１乃至２１のいずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項２３】
　透過層が、ポリウレタンフィルムに積層したポリウレタンフォームである請求項１乃至
２２のいずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項２４】
　薬物を添加した可溶性フィルム層、臭気吸収層、流体広げ層、定着層および追加の接着
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剤層からなる群から選ばれる１つ以上の層を含有する請求項１乃至２３のいずれか１に記
載の創傷用多層包帯。
【請求項２５】
　厚みが２～４ｍｍである請求項１乃至２４のいずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項２６】
　定着層が、吸収心材を隣接層に結合させる請求項１乃至２５のいずれか１に記載の創傷
用多層包帯。
【請求項２７】
　定着層が、吸収心材の創傷に面する側または吸収心材の創傷に面しない側に設置されて
いる請求項１乃至２６のいずれか１に記載の創傷用多層包帯。
【請求項２８】
　吸収心材と創傷接触層の間に定着層が設置されている請求項１乃至２７のいずれか１に
記載の創傷用多層包帯。
【請求項２９】
　定着層がポリアミドウェブである請求項１乃至２８のいずれか１に記載の創傷用多層包
帯。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、創傷用多層包帯、特にこれに限定されないが、多量に滲出する創傷の包帯と
して使用するため、高い流体取扱能力を持つ創傷用包帯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多量に滲出する創傷に用いる創傷用包帯を、高い透湿度（ＭＶＴＲ）を持つ材料から作
ることは知られている。かかる包帯は、滲出液が包帯の片面によって吸収され、次いで包
帯の他面を通って蒸散することをあてにして、滲出液を処理する。従って、包帯自体に多
量の滲出液を保持することは要求されていない。
【０００３】
　かかる包帯の具体例は、スミス・アミド・ネフューによって市販の粘着性および非粘着
性バージョンのＡＬＬＥＶＹＮ（登録商標）あるいはジョンソン・アンド・ジョンソンに
よって市販のＴＩＥＬＬＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）である。かかる包帯は、滲出液を吸収
し、保持するようにデザインされていないが、滲出液に存在する水分を蒸発させることに
よって、滲出液を処理するようになっている。
【０００４】
　高速度の水分蒸発を有すると言われている包帯が、ＥＰ３０４５３６Ａに記載されてい
る。この公報に開示の包帯は、２つの接着剤層に挟まれて、滲出液を吸収する軟質親水性
層を有する。吸収層は追加として、織物層を含有し、該織物層は、包帯が滲出液にさらさ
れたときの包帯の構造保全性を改善するよう意図されている。かかる包帯の欠点は、滲出
液の横吸上作用が阻止されておらず、該作用によって創傷を取巻く‘正常な’皮膚がふや
けうることである。
【０００５】
　かかる高ＭＶＴＲを持つ包帯のさらなる欠点は、滲出液の急速な損失によって、創傷が
乾燥してしまう可能性があることである。
　さらに公知の包帯、特にＡＬＬＥＶＹＮ（登録商標）などのフォーム包帯の欠点は、た
とえば圧縮バンデージシステム（compression bandage system）下で、使用中に包帯に圧
力が加わると、包帯によって吸収される滲出液は包帯からしぼり出されることが少なくな
いことである。さらに、包帯の滲出液を吸収する能力は、いったん圧縮されると、減少す
る。従って、このような包帯は、圧縮を必要あるいは体験する場合の創傷への使用は適切
ではない。
【０００６】



(4) JP 4932498 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

　このため、多量の流体滲出液、たとえば包帯１０ｃｍ２当り少なくとも６ｇの滲出液を
２４時間以内で取扱うことができ、かつ創傷を取巻く皮膚のかなりのふやけも起さず、創
傷を乾燥させてしまうこともなく、そして必要ならば圧縮下でも使用できる、創傷用包帯
が必要であった。
【発明の開示】
【０００７】
　本発明の第１側面によれば、多量の滲出液をもたらす創傷に用いる創傷用多層包帯であ
って、
　高ＭＶＴＲを有する透過層、
　滲出液を吸収し、保持しうる吸収心材、
　滲出液を吸収心材に伝送する創傷接触層、および
　包帯中の滲出液の創傷領域への横広がりを制限する吸収心材および創傷接触層
から成ることを特徴とする創傷用多層包帯が提供される。
【０００８】
　本発明の第２側面によれば、高い流体取扱能力を持つ創傷用多層包帯であって、
　（ａ）高ＭＶＴＲを有する透過層；
　（ｂ）接着剤；
　（ｃ）高吸収性および低い横吸上作用を有する吸収心材；および
　（ｄ）創傷接触層
から成ることを特徴とする創傷用多層包帯が提供される。
【０００９】
　接着剤は好ましくは、接着剤層として配置される。
　透過層は接着剤の上に重なり、接着剤は吸収心材の上に重なり、次いで吸収心材は創傷
接触層の上に重なることが好ましい。
【００１０】
　吸収心材の創傷に面する側、もしくは吸収心材の創傷に面しない側、または吸収心材の
創傷に面するおよび面しない両側に、別途定着層（keying layer）を含ませてもよい。定
着層は好ましくは、吸収心材と創傷接触層の間に設置される。我々は、この設置によって
、創傷接触層を吸収心材に結合させる利点が付与されて、吸収心材への滲出液輸送速度が
改善され、かつ横吸上作用が減少することを見出した。また定着層は、創傷接触層と吸収
心材間の隙間を減少せしめて、細菌生長の可能性を縮小する。
【００１１】
　本発明に係る創傷用包帯は、包帯１０ｃｍ２当り少なくとも６ｇの滲出液を２４時間以
内で取扱うことができる。該創傷用包帯は好ましくは、包帯１０ｃｍ２当り少なくとも８
ｇの滲出液を２４時間以内で取扱うことができる。また該創傷用包帯は好ましくは、包帯
１０ｃｍ２当り約８～２０ｇの滲出液を２４時間以内で取扱うことができる。
【００１２】
　該創傷用包帯は、粘着性または非粘着性であってよい。
　創傷接触層は好ましくは、非粘着性で滲出液を吸収心材へ伝送するように形成されてい
る。創傷接触層は好ましくは、創傷面に湿った環境を作り、該環境は創傷治癒を導き、か
つ創傷乾燥の危険を縮小する。さらに、創傷接触層の吸収特性は、典型例としてバンデー
ジもしくは等価の圧縮部材によって加えられる圧縮下でそれほど低下しないことが好まし
い。バンデージは、約４０ｍｍＨｇの圧力を加えるように配置されてよい。
【００１３】
　また創傷接触層は好ましくは、創傷から滲出液を吸収する。創傷接触層は好ましくは、
アルギン酸塩包帯ＢＰ１１９５用の吸収性試験で測定した、吸収層１ｇ当り少なくとも１
０ｇの塩化ナトリウムおよび塩化カルシウム溶液（BP 1995 Appendix 1A）の吸収性を有
する。創傷接触層は繊維質が好ましく、最も好ましくはゲル形成繊維からなる。
【００１４】
　ゲル形成繊維は好ましくは、織物形状の化学変性セルロース系繊維、特にAzko Nobel U
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K Ltd. のＰＣＴ　ＷＯ００／０１４２５に記載のカルボキシメチル化セルロース繊維で
ある。カルボキシメチル化セルロース繊維は好ましくは、ＩＲ分光分析（ＷＯ００／０１
４２５に規定）で測定した、０．１２～０．３５の置換度、より好ましくは０．２０～０
．３０の置換度を有し、セルロース系織布または不織布を吸収性が増加するようにカルボ
キシメチル化することによって作られる。特定の好ましい織物は、上記の方法で測定した
、１０～３０ｇ／ｇの塩化ナトリウム／カルシウムの吸収性を有する。特に好ましい織物
は、上記の方法で測定した、１５～２５ｇ／ｇ、最も好ましくは１５～２０ｇ／ｇの塩化
ナトリウム／カルシウムの吸収性を有する。
【００１５】
　セルロース系織物は好ましくは、セルロース系繊維単独からなるが、一部分の非セルロ
ース系紡織繊維またはゲル形成繊維を含有してもよい。セルロース系繊維は、公知の種類
のものであって、連続フィラメント系および／またはステープルで構成されてよい。カル
ボキシメチル化は一般に、織物を水性系中、アルカリおよびクロル酢酸などのカルボキシ
メチル化剤と接触させることによって行う。織物は好ましくは、包帯をカットしたときに
創傷への散らばり（shedding）を軽減する不織布タイプのものである。織物は好ましくは
、水を巻き込んで（hydroentangled）、顕微鏡スケールの一連の孔を含有する。
【００１６】
　創傷接触および吸収層は好ましくは、滲出液の創傷の隣接領域への横広がりを制限し、
この結果、滲出液は層の横からはみ出て広がらないが、その代わりに、創傷の領域内に実
質的にとどまる。創傷接触層は好ましくは、低い横吸上速度を有して、滲出液の広がりを
制限する。低い横吸上速度を有することにより、創傷を取巻く皮膚のふやけが縮小される
。横吸上速度は好ましくは、５～４０ｍｍ／分、より好ましくは５～１５ｍｍ／分である
。
【００１７】
　創傷接触層の繊維密度は好ましくは、２５～５５ｇｍ２であり、より好ましい密度は約
３５ｇｍ２である。
　創傷接触層は好ましくは、包帯に構造保全性を付与し、かつ吸収心材を物理的に圧迫す
る。使用中、創傷接触層はゲル化吸収層を物理的に圧迫するのを助けることができ、さも
なければ、包帯を離層し、スライドさせる傾向を有するかもしれない。
【００１８】
　吸収心材は、創傷から創傷流体を輸送するために存在し、かつ滲出液をその横広がりを
制限しながら吸収する。本発明の創傷用包帯によって得られる横広がりの縮小は、創傷を
取巻く皮膚のふやけを軽減する。吸収心材の吸収性および流体取扱特性は、圧縮ストッキ
ングなどの創傷用包帯によって通常体験する種々の圧力下に包帯を置いたときに、それほ
ど減少しないことが好ましい。圧縮ストッキングは典型例として、約４０ｍｍＨｇで適用
される。
【００１９】
　吸収心材は好ましくは、滲出液の少なくとも１０ｇ／ｇ、より好ましくは１５～５０ｇ
／ｇ、最も好ましくは２０～５０ｇ／ｇの高吸収性を示す。吸収性は、上記創傷接触層に
関する記載に準じて測定される。
　吸収心材の好ましい横吸上作用は低く、好ましくは２０ｍｍ／分である。好ましくは１
～１５ｍｍ／分、より好ましくは１～１０ｍｍ／分である。
【００２０】
　吸収心材は繊維質が好ましくは、最も好ましくはゲル形成繊維からなる。吸収心材は、
不織布が好ましい。我々は、繊維質層がポリマー吸収層とは全く異なって、特に滲出液の
横広がりを阻止する塊をゲル化しうるという利点を有することがわかった。加えて、滲出
液は急速に吸収され、加圧下で保持される。
【００２１】
　本発明の吸収心材での使用に適当な繊維としては、創傷滲出液を吸収すると、湿気を帯
び、すべりやすいあるいはゼラチン状となって、周囲の繊維が創傷に密着する傾向を縮小
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する親水性繊維が挙げられる。繊維は、滲出液の吸収時に構造保全性を保持するタイプの
もの、あるいは滲出液の吸収時にその繊維質形状を失って、無組織ゲルもしくは溶液とな
るタイプのものであってよい。
【００２２】
　ゲル形成繊維は好ましくは、紡績カルボキシメチルセルロース・ナトリウム繊維、化学
変性セルロース系繊維、特にCourtaulds PLC の ＰＣＴ　ＷＯ９３／１２２７５またはCo
urtaulds PCT のＧＢ９３／０１２５８に記載のカルボキシメチル化繊維、ペクチン繊維
、アルギン酸塩繊維、特にE. R. Squibb and Sons のＷＯ９４／１７２２７または CV La
boratories Ltd のＥＰ４３３３５４または CV Laboratories Ltd の ＥＰ４７６７５６
に開示の繊維、またはBristol－Myers Squibb Company のＥＰ０８９２８６３に記載され
るようなアルギン酸塩とポリサッカリドの複合繊維、キトサン（chitosan）繊維、ヒアル
ロン酸繊維、または他のポリサッカリド繊維あるいはガム質（gums）から誘導される繊維
である。セルロース系繊維は好ましくは、グルコース単位当り少なくとも０．０５のカル
ボキシメチル基の置換度を有する。溶剤－紡績（solvent－spun）セルロース繊維の生産
は、たとえばＵＳ－Ａ－４２４６２２１およびＵＳ－Ａ－４１９６２８１並びに上述のＰ
ＣＴ　ＷＯ９３／１２２７５に記載されている。
【００２３】
　本発明での使用に好ましいゲル形成繊維は、自由膨潤吸収法（free swell absorbency 
method）で測定した、少なくとも１５ｇ／ｇ、より好ましくは少なくとも２５ｇ／ｇまた
は５０ｇ／ｇの水または食塩水の吸収性を有する。ゲル形成繊維の置換度は好ましくは、
グルコース単位当り少なくとも０．２の、より好ましくは０．３～０．５のカルボキシメ
チル基である。繊維のテナシティは好ましくは、２５～１５ＣＮ／テックスの範囲にある
。
【００２４】
　吸収層は、ゲル形成繊維以外に、紡織繊維などの他の繊維も含有することができ、上記
紡織繊維は天然もしくは合成であってよく、好ましくはセルロース系繊維、たとえばビス
コースレーヨン、多分枝状ビスコース、コットン、または再生セルロースあるいはＥＰ－
Ａ－３０１８７４に記載の多分枝状セルロース繊維などの大抵の紡織繊維の、吸収性の高
い繊維である。一般に紡織繊維は、毛管現象で流体を吸収し、かつ吸湿性を有さず、この
ことは、自由膨潤吸収試験で測定したその吸収性が、１ｇの繊維当り流体１ｇ以下といっ
たように低いことを意味する。
【００２５】
　本発明の包帯はより好ましくは、ゲル形成繊維とセルロース系繊維の均質ブレンドを包
含する。好ましいブレンドは、２５重量％以下のセルロース系繊維と７５～１００重量％
のゲル形成繊維の範囲にある。より好ましいブレンドは、５０重量％以下のセルロース系
繊維と５０～１００重量％のゲル形成繊維の範囲にある。ブレンドは、約５０重量％のセ
ルロース系繊維と約５０重量％のゲル形成繊維であってよい。
【００２６】
　ゲル形成繊維とセルロース系繊維のブレンドの使用は、包帯が湿ったときの収縮率を縮
小することにより、患者に対し不快を起こさせうる包帯のゆがみを軽減するという利益を
有する。包帯の収縮率は好ましくは、２５％以下に縮小される。ブレンドが最適であれば
、収縮率を１５％以下に縮小できる。収縮率は、創傷接触層の表面積の減少率で測定され
る。非ゲル化繊維の構造および組成は、使用中の創傷用包帯の収縮率を縮小する、該包帯
の吸収心材の形状を維持すると思われる。
【００２７】
　本発明に係る包帯の吸収特性は、使用中の包帯の横広がりや、包帯を適所に保持するバ
ンデージの縁を越えて包帯がはみ出るのを防止しうる。
　本発明での使用に好適な繊維は、通常の繊維機械を用い、たとえば切断、カーディング
およびニードリング（needling）、および要すればクリンプ加工、延伸および紡績を含む
ステープルルートで加工することができる。
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【００２８】
　吸収心材の繊維密度は好ましくは、１５０～２５０ｇｍ２であり、より好ましい密度は
約２００ｇｍ２である。
　存在する場合の接着剤は、包帯の各層を共に保持するのに役立ち、かつ好ましい粘着性
包帯の実施態様において、包帯を皮膚に密着させるのに使用されてよい。接着剤組成物は
好ましくは、ＥＰ－Ｂ－９２９９９に記載されているような、水溶性ハイドロコロイドの
１種以上と低分子量ポリイソブチレンの１種以上の均質ブレンドからなる。
【００２９】
　水溶性ハイドロコロイドは、カルボキシメチルセルロース・ナトリウム、ペクチン、ゼ
ラチン、グアーゴム、ロウカストビーンゴム、カラヤゴムおよびこれらの混合物から選ば
れてよい。ポリイソブチレンは、粘度平均分子量３６０００～５８０００（フローリー）
を有する低分子量ポリイソブチレンから選ばれてよい。接着剤層は、包帯の皮膚への密着
を維持しながら、滲出液を吸収することができる。
【００３０】
　別法として、接着剤組成物は、ハイドロコロイドの１種以上、低分子量ポリイソブチレ
ンの１種以上、スチレンブロックコポリマーの１種以上、鉱油、ブチルゴム、粘着付与剤
および少量の任意成分の均質ブレンドからなってもよい。上記列挙した成分の特定範囲量
の選択によって、皮膚に対する良好な密着性と伸縮性を有する接着剤組成物を調製するこ
とができる。かかる組成物およびその調製法は、ＥＰ－Ｂ－１３００６１に開示されてい
る。
【００３１】
　接着剤は、好ましくは粘着性創傷用包帯の除去が患者に対し外傷を与えないようなもの
である。好ましい接着剤は、包帯の安全な適用を確実にし、なおかつ非外傷性除去を可能
ならしめる。非外傷性の包帯除去は、流体との相互作用によって少しゲル化する接着剤の
使用により、容易に行なうことができる。ゲル形成は、包帯の除去を助成する。
【００３２】
　別法として、接着剤はポリアミドウェブであってもよい。
　本発明の透過層は好ましくは、1993 BP Appendix XX J1 に記載の方法で測定した、少
なくとも３００ｇｍ２／２４時間または１００～１０００ｇｍ２／２４時間範囲のＭＶＴ
Ｒを有する層である。透過層は、フィルム／フォーム積層体、たとえば発泡ポリウレタン
フォームがポリウレタンフォームに積層した形状にあってよい。
　好ましくは透過層は、患者が入浴またはシャワーを浴びている間、創傷を湿らすことな
く包帯の着用を可能ならしめる。
【００３３】
　透過層は好ましくは、低い摩擦係数を有して、剪断の危険、すなわち、創傷用包帯を剪
断せしめる横摩擦を縮小し、かつ容易にきれいにふける表面を付与する外面を有する。
　透過層は好ましくは、バクテリヤ、ウィルスおよび外的汚染菌に対するバリヤーであっ
て、これによって、創傷を感染から保護する。
【００３４】
　また該包帯は、たとえば接触層に適用する薬物を添加した可溶性フィルムや、臭気吸収
層、たとえば活性炭層などの追加の任意層を含有してもよい。
　また該包帯は、流体広げ層（spreading layer）を含有してもよい。流体広げ層の役割
は、包帯によって吸収される流体を、高ＭＶＴＲ透過層を横切って横に広げることである
。この層は、吸収心材の創傷に面しない側に設置されてよい。流体広げ層は、１００％の
ビスコース、ポリオレフィン型繊維またはビスコース／ポリエステルブレンドで構成され
てよい。より好ましい流体広げ層は、ビスコース／ポリエステルの水を巻き込む不織布層
である。
【００３５】
　流体広げ層は、吸収心材と接着剤層の間に設置されてよい。追加の定着層は、流体広げ
層と吸収心材の間または創傷接触層と吸収心材の間に設置されてよい。
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【００３６】
　定着層は、ポリアミドウェブの薄層で構成されてよい。定着層は、包帯の構造保全性を
改善するように、吸収心材を隣接層に、たとえば創傷接触層、接着剤または流体広げ層に
結合させることができる。またこの層は、使用中包帯が湿ったときに吸収層が包帯からは
ずれるという危険の軽減を果しうる。定着層は使用中、包帯の離層を縮小しうる。
【００３７】
　また該包帯は、包帯の創傷接触面に追加の接着剤層を含有してもよい。この層は好まし
くは、創傷接触層の外縁および創傷用包帯全体の周囲に配置され、かつ使用中に包帯が有
効となるように創傷接触層の露出面を十分に残しながら、使用している患者への包帯の密
着を可能ならしめる接着剤を提供する。この追加接着剤層における好ましい接着剤は、上
記の通りである。
【００３８】
　本発明に係る創傷用包帯は好ましくは、切りやすい構造を有し、これによって、一連の
解剖学的構造上、使用の融通性を可能ならしめる。
　包帯の総厚みは好ましくは２～４ｍｍで、より好ましくは２．２～３．７ｍｍである。
これは、包帯の使用中の適合性や選択の自由性を高める。
【００３９】
　本発明に係る包帯は好ましくは、少なくとも７日間着用でき、より好ましくは、１０日
間もしくはそれ以上着用できる。高い流体取扱能力とは、包帯がより少量の流体しか取扱
うことができないものより、交換できる回数が少ないことを意味する。包帯の交換回数が
少ない程、創傷を治癒する機会が多くなる。
【００４０】
　本発明は、第二の側面によれば、吸収心材を有し、流体取扱能力が２４時間以内で包帯
１０ｃｍ２当り少なくとも６ｇの流体である創傷用包帯を提供する。該包帯は好ましくは
、２４時間以内で包帯１０ｃｍ２当り少なくとも８ｇの流体を取扱うことができる。該創
傷用包帯は好ましくは、２４時間以内で包帯１０ｃｍ２当り約８～１５ｇの流体を取扱う
ことができる。流体取扱能力は、塩化ナトリウムおよび塩化カルシウム溶液を取扱う包帯
の能力に基づくが（ＢＰ１９９５ Appendix １Ａ）、上記溶液は、包帯が創傷滲出液を取
扱うのと同様に包帯によって取扱われることが理解される。
【００４１】
　本発明は、第三の側面によれば、約５０％のゲル形成繊維、たとえばＨＹＤＲＯＣＥＬ
（登録商標）および約５０％のセルロース系繊維、たとえばＬＹＯＣＥＬＬ（登録商標）
からなり、使用中の表面積の収縮率が２０％以下である吸収材料を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、本発明の好ましい実施態様を例証として、添付図面を参照しながら説明する。
　図１は、創傷用多層包帯の非粘着性の具体例の概略図である。
　図２は、図１の包帯の概略横断面図である。
　図３は、創傷用多層包帯の粘着性の具体例の概略図である。
　図４は、図３の包帯の概略横断面図である。
【００４３】
　図５は、本発明に係る創傷用多層包帯であって、創傷接触層と吸収心材の間に追加の定
着層を含有する図２の包帯の概略横断面図である。
　図６は、本発明に係る創傷用多層包帯であって、接着剤層と吸収心材の間に追加の定着
層を含有する図２の包帯の概略横断面図である。
　図７は、本発明に係る創傷用多層包帯であって、創傷接触層と吸収心材の間および吸収
心材と接着剤層の間に追加の定着層を含有する図２の包帯の概略横断面図である。
　図８は、追加の流体広げ層を含有する図５の包帯の概略横断面図である。
【００４４】
　図９は、追加の流体広げ層を含有する図７の包帯の概略横断面図である。
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　図１０は、本発明に係る創傷用多層包帯であって、創傷接触層と吸収心材の間に追加の
定着層を含有する図４の包帯の概略横断面図である。
　図１１は、本発明に係る創傷用多層包帯であって、吸収心材と接着剤層の間に追加の定
着層を含有する図４の包帯の概略横断面図である。
　図１２は、本発明に係る創傷用多層包帯であって、創傷接触層と吸収心材の間および吸
収心材と接着剤層の間に追加の定着層を含有する図４の包帯の概略横断面図である。
【００４５】
　図１３は、追加の流体広げ層を含有する図１０の包帯の概略横断面図である。
　図１４は、追加の流体広げ層を含有する図１２の包帯の概略横断面図である。
　図１５は、追加の接着剤層を含有する図９の包帯の概略横断面図である。
　図１６は、追加の接着剤層を含有する図１４の包帯の概略横断面図である。
【００４６】
　図１および２を参照すれば、創傷用多層包帯は、透過層（２）、接着剤層（４）、吸収
心材（６）および創傷接触層（８）から成る。
　創傷接触層は、ゲル形成繊維からなる、３５ｇｍ２の水を巻き込む不織布から作られる
。
【００４７】
　吸収心材は、ビスコースレーヨン型のセルロース繊維とゲル形成繊維の、２００ｇｍ２

の８０／２０ブレンドから作られ、たとえばＷＯ９３／１２２７５に記載され、かつ Hyd
rocel（登録商標）製品（Acordis）として市販されている。別の実施態様において、吸収
心材は Hydrocel（登録商標）と Lyocell（登録商標）の７５／２５ブレンドである。さ
らに他の実施態様において、吸収心材は、Hydrocell（登録商標）と Lyocell（登録商標
）の５０／５０ブレンドである。
【００４８】
　接着剤層は、水溶性ハイドロコロイドの１種以上と低分子量ポリイソブチレンの１種以
上のブレンドである。別の実施態様において、接着剤層はポリアミドウェブであってよい
。
　透過層は、ポリウレタンフォーム／フィルム積層体である。
【００４９】
　図３および４を参照れば、粘着性の創傷用多層包帯は、透過層（１２）、接着剤層（１
４）、吸収心材（１６）および創傷接触層（１８）を包含する。各層は、上記図１および
２に関して述べた同じ材料で作られる。図３および４の粘着性創傷用包帯において、吸収
心材は透過層や接着剤層より小さく、かつ接着剤層の中心に位置している。

【００５０】
　接着剤は、吸収心材を正しい位置に保持する。創傷接触層は、吸収心材より大きいが、
接着剤層や透過層よりは小さく、吸収心材および接着剤層と接触して、吸収心材の上に位
置する。接着剤層の周囲リム（１５）は、露出の状態にあり、患者の皮膚に包帯を密着さ
せるのに使用することができる。
【００５１】
　図５および６は、図１および２のそれに似た非粘着性の創傷用包帯であって、それぞれ
、創傷接触層（８）と吸収心材（６）の間および吸収心材（６）と接着剤層（４）の間に
、追加の定着層（９，９’）を有している。定着層は、ポリアミドウェブである。
【００５２】
　図７は、図１および２のそれに似た非粘着性の創傷用包帯であって、創傷接触層（８）
と吸収心材（６）の間および吸収心材（６）と接着剤層（４）の間に定着層（９，９’）
を有している。
【００５３】
　図８は、創傷接触層（８）と吸収心材（６）の間に定着層（９）、および吸収心材（６
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）と接着剤層（４）の間に流体広げ層（１０）を含有する、非粘着性の創傷用包帯である
。流体広げ層は、吸収心材の創傷に面しない面と同じ表面積を有するように形成されてい
る。流体広げ層は、ビスコース／ポリエステルの水を巻き込む不織布である。
【００５４】
　図９は、２つの定着層（９，９’）および該定着層（９’）と接着剤層（４）の間の流
体広げ層（１０）を含有する非粘着性の創傷用包帯である。
【００５５】
　図１０および１１は、図３および４のそれに似た粘着性の創傷用包帯であって、それぞ
れ、創傷接触層（１８）と吸収心材（１６）の間および吸収心材（１６）と接着剤層（１
４）の間に、定着層（１９，１９’）を有している。定着層は、ポリアミドウェブである
。
【００５６】
　図１２は、創傷接触層（１８）と吸収心材（１６）の間および吸収心材（１６）と接着
剤層（１４）の間に定着層（１９，１９’）を持つ、粘着性の創傷用包帯である。
【００５７】
　図１３は、創傷接触層（１８）と吸収心材（１６）の間の定着層（１９）、および吸収
心材（１６）と接着剤層（１４）の間の流体広げ層（２０）を含有する、粘着性の創傷用
包帯である。流体広げ層は、吸収心材の創傷に面しない面と同じ表面積を有するように形
成されている。流体広げ層は、ビスコース／ポリエステルの水を巻き込む不織布である。
【００５８】
　図１４は、２つの定着層（１９，１９’）および該定着層（１９’）と接着剤層（１４
）の間の流体広げ層（２０）を含有する、粘着性の創傷用包帯である。
【００５９】
　図１５は、図９に示される非粘着性包帯の粘着性バージョンである。創傷接触層（８）
の創傷に面する面の追加の接着剤層（１）は、包帯が患者に密着するのを可能ならしめる
。接着剤層（１）は、包帯の創傷に面する面の周囲にバンド（band）を形成する。包帯の
中央領域（３）は、接着剤がなく、使用中に創傷接触層（８）が創傷に接触するのを可能
ならしめる。
【００６０】
　図１６は、図１４の粘着性創傷用包帯の改変バージョンである。創傷接触層（１８）は
、吸収心材（１６）、２つの定着層（１９，１９’）および流体広げ層（２０）のそれぞ
れと同じ表面積を有し、これら表面積の全ては、接着剤層（１４）および透過層（１２）
の表面積より小さい。包帯の周囲の追加の接着剤層（２１）は、患者の皮膚に包帯を密着
させる接着剤の付与に役立ち、かつ包帯の構造保全性を維持するのを助成する。
【００６１】
　追加の接着剤層（１，２１）は、水溶性ハイドロコロイドの１種以上と、低分子量ポリ
イソブチレンの１種以上とのブレンドである。別の実施態様において、接着剤層はポリア
ミドウェブであってよい。追加の接着剤層（１，２１）は、接着剤層（４，１４）より薄
い。
【００６２】
　かかる包帯は典型的に、一連の寸法で作られるだろう。たとえば、非粘着性バージョン
では以下の寸法：７．５ｍｍ×７．５ｍｍ、１０ｍｍ×１０ｍｍ、１５ｍｍ×１５ｍｍお
よび１５ｍｍ×２０ｍｍで作られてよい。粘着性バージョンでは、以下の寸法：９ｍｍ×
９ｍｍ、１４ｍｍ×１４ｍｍ、１９ｍｍ×１９ｍｍ、１０ｍｍ×１９ｍｍの卵形やかかと
および仙骨デザインを含む形状で作られてよい。
【００６３】
　包帯は、創傷接触層を創傷、たとえば潰瘍に接触させて、該創傷上に設置される。
　本発明に係る創傷用包帯は、公知の包帯に比し、圧縮下でも高い流体取扱能力を有する
。典型的な圧縮は、約４０ｍｍＨｇで適用される。
【００６４】
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　改善した流体取扱能力、低い吸上作用および高ＭＶＴＲを持つ本発明に係る創傷用包帯
はまた、周囲皮膚のふやけを縮小し、創傷乾燥の防止を助成し、かつ公知の包帯に比し長
い着用時間を有する。
　かかる包帯で用いる材料や、該包帯の厚みは、他の公知包帯に比し、包帯の使用中の適
合性や選択の自由性を高める。
【００６５】
　公知のリードブランドにまさる、このような改良の組合せを達成することは、驚くべき
ことである。
　比較実験から、本発明の粘着性および非粘着性バージョンは、重要な利点を有すること
が証明された。
【００６６】
　流体保留性の調査によれば、本発明に係る創傷用包帯の粘着性および非粘着性バージョ
ンは、改善した流体保留特性を有することが示された。１００％ Hydrocel（登録商標）
の吸収心材を含有する本発明の創傷用包帯は、公知包帯ＡＬＬＥＶＹＮ（登録商標）のわ
ずか０．１１ｇ／ｃｍ２と比較して、０．１３～０．１８ｇ／ｃｍ２の流体保留性を示し
た。流体保留性の調査は、４０ｍｍＨｇ圧縮をまねる実験条件下で実施した。
【００６７】
　流体取扱の調査によれば、本発明に係る創傷用包帯の粘着性および非粘着性バージョン
は、改善した流体取扱特性を有することが示された。１００％ Hydrocel（登録商標）の
吸収心材を含有する本発明の創傷用包帯は、２４時間以内で１０ｃｍ２当り８ｇの流体を
取扱うことができ、この量は、２４時間以内で１０ｃｍ２当りわずか４．５ｇの流体しか
取扱うことができないＡＬＬＥＶＹＮ（登録商標）などの競争製品より有意に大きい。
【００６８】
　吸収心材で用いる繊維ブレンドの調整によって、流体吸収時の創傷用包帯の収縮率の減
少が見られた。吸収心材が１００％の２００ｇｍ２ Hydrocel（登録商標）である包帯に
おいて、塩化ナトリウムおよび塩化カルシウム溶液に浸漬したときに（ＢＰ１９９５ App
endix １Ａ）、包帯の表面積の４０％収縮率が見られた。７５％の２００ｇｍ２Hydrocel
（登録商標）と２５％のLyocell（登録商標）のブレンドを用いると、収縮率レベルは２
１％に減少し、また５０％の２００ｇｍ２ Hydrocel（登録商標）と５０％の Lyocell（
登録商標）のブレンドを用いると、収縮率レベルは１３％に減少した。ブレンドを用いた
ときに、包帯の吸収特性にそれほど重大な変化は見られなかった。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の非粘着性の創傷用包帯の一例を示す概略図である。
【図２】図１の包帯の断面図である。
【図３】本発明の粘着性の創傷用包帯の一例を示す概略図である。
【図４】図３の包帯の断面図である。
【００７０】
【図５】図２の包帯に定着層を追加した一例を示す断面図である。
【図６】図２の包帯に定着層を追加した他の例を示す断面図である。
【図７】図２の包帯に２つの定着層を追加した一例を示す断面図である。
【図８】図５の包帯に流体広げ層を追加した一例を示す断面図である。
【００７１】
【図９】図７の包帯に流体広げ層を追加した一例を示す断面図である。
【図１０】図４の包帯に定着層を追加した一例を示す断面図である。
【図１１】図４の包帯に定着層を追加した他の例を示す断面図である。
【図１２】図４の包帯に２つの定着層を追加した一例を示す断面図である。
【００７２】
【図１３】図１０の包帯に流体広げ層を追加した一例を示す断面図である。
【図１４】図１２の包帯に流体広げ層を追加した一例を示す断面図である。
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【図１５】図９の包帯に接着剤層を追加した一例を示す断面図である。
【図１６】図１４の包帯の変形に接着剤層を追加した一例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００７３】
１：接着剤層
２：透過層
３：中央領域
４：接着剤層
６：吸収心材
８：創傷接触層
９：定着層
９’：定着層
１０：流体広げ層
【００７４】
１２：透過層
１４：接着剤層
１５：周囲リム
１６：吸収心材
１８：創傷接触層
１９：定着層
１９’：定着層
２０：流体広げ層
２１：接着剤層

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(13) JP 4932498 B2 2012.5.16

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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